
令和８年４月２２日 

東日本高速道路株式会社 

『ＮＥＸＣＯ東日本グループ中期経営計画（2026 ｰ 2030）』を策定しました 

ＮＥＸＣＯ東日本（東京都千代田区）は、このたび『ＮＥＸＣＯ東日本グループ中期経営計画（2026-

2030）』を策定しました。  

本計画では、「安全・安心・快適・便利な社会インフラサービスをお届けするとともに、次世代高速道

路の取組みを推進する」「社会課題の解決に貢献し、日本と地域を支える」「事業運営力を強化し、働

く人にとって誇れる企業グループとなる」の 3 つの基本方針を設定しています。ＮＥＸＣＯ東日本グルー

プは、これら 3 つの基本方針をもとに、グループ経営ビジョンで掲げた「つなぐ」価値を創造し、あらゆ

るステークホルダーに貢献する企業として成長することを目指し、グループ一丸となってこの計画を実

行していきます。 

◆ＮＥＸＣＯ東日本グループ中期経営計画（2026-2030）のポイント

１．中期経営計画（2026-2030）における取組み事例 

２．中期経営計画（2026-2030）における KPI 

【別添】 

・中期経営計画（2026-2030）ダイジェスト版
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１．中期経営計画（2026-2030）における取組み事例 

 

 

基本方針

Ⅰ　安全・安心・快適・便利な社会インフラサービスをお届けするとともに、次世代高速道路の取組みを推進する

１．防災・減災

２．ネットワーク

３．渋滞対策

４．リニューアル

５．安全性向上

６．情報提供

７．SA・PA

８．次世代高速

Ⅱ　社会課題の解決に貢献し、日本と地域を支える

９．地域共創

１０．物流支援 ■SA・PAの休憩機能の拡充　　■高速道路内外における物流中継拠点整備及び中継輸送の実現

１１．脱炭素化

Ⅲ　事業運営力を強化し、働く人にとって誇れる企業グループとなる

１２．持続可能な道路運営

１３．働き方 ■業務効率化・高度化を支えるDXの推進　　■人材の育成　　■多様な働き方の実現

■２０３０年度のCO２排出量５０％以上削減　　■カーボンニュートラルに資する資材・施工方法の適用

取組み事例

■橋梁の耐震補強対策の推進　　■首都直下地震発生時の緊急輸送路の確保　　■高速道路に隣接する危険箇所への対応

■首都圏における高速道路ネットワークの新規供用　　■新規路線建設事業・４車線化事業・スマートIC整備の推進

■リニューアルプロジェクトの着実な実施

■逆走対策の推進　　■暫定２車線区間の安全対策の推進

■地域の魅力を感じられるSA・PAづくり　　■いつ立ち寄っても便利なSA・PAづくり　　■商業施設の新設や改修時の工期短縮　　■EV急速充電器の高出力化と増設

■関越道及び外環道付加車線等の設置　　■圏央道（あきる野～鶴ヶ島間）渋滞対策の検討　　■保有データのオープン化による渋滞予測
■走行時間帯に応じて変動する料金の検討　　■AIを活用した渋滞予知とルート案内

■より快適な走行に繋がる情報の提供　　■音声アプリ「ドラコ」の運用開始　　■旅に役立つSA・PA情報の提供

■自動運転の実証実験開始　　■自動運転輸送の実現支援　　■走行中給電の実験の開始　　■次世代課金方法の検討

■地域連携の深化　　■地域共創プロジェクト

■財源確保のあり方検討　　■予防保全への転換によるコスト削減　　■遠隔操作による設備故障復旧の効率化・迅速化　　■ETC専用化・遠隔収受の推進
■省人化・省力化・コスト削減に向けた技術開発



 

２．中期経営計画（2026-2030）における KPI 

 

 ※1： 暦年値（当社調べ）  ※2： 今後 30 年間に震度 6 弱以上の地震発生確率が 26％以上の地域の橋梁において上下線いずれか一方の対策完了率 
※3： 5km 以上の交通集中渋滞が週 1 日以上発生する箇所   ※4： 海ほたる PA、三セク箇所、GS 除く   ※5： 東日本高速道路㈱単体の指標 












































